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令和２年７月豪雨に関する 

特別委員会会議録 

 

令和４年６月２０日 月曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午前１１時１４分閉議（実時間６７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４６号・令和４年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

１．所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（令和２年７月豪雨災害の復旧状況について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員 北 園 武 広 君 

      増 田 一 喜 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 市長公室長      佐 藤 圭 太 君 

  市長公室次長    濱 田 浩 介 君 

 市民環境部長     谷 脇 信 博 君 

  市民環境部次長   嶋 田 和 博 君 

  循環社会推進課長補佐 古 閑 迫 修 君 

 建設部長       沖 田 良 三 君 

  建設部次長     高 木 剛 生 君 
 
  建設部次長兼 
            宮 川 武 晴 君 
  復興整備課長 
 

  復興整備課長補佐  松 田   薫 君 

  理事兼住宅課長   早 木 浩 二 君 

  理事兼災害復旧課長 鶴 本 英一郎 君 

  理事兼土木課長   竹 原 彰 吾 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

  理事兼水産林務課長 小 原 聖 児 君 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

            松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（上村哲三君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり定足数に達しましたので、ただい

まから令和２年７月豪雨に関する特別委員会を

開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第３号（関係分） 

○委員長（上村哲三君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第３号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第２款・総務費について、

市長公室から説明願います。 

○市長公室長（佐藤圭太君） 皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）市長公室の佐藤でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算につきまして、令和２年７月豪雨に関す

る特別委員会に付託されております、款２・総
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務費のうち市長公室所管分について、濱田市長

公室次長が説明いたします。 

○市長公室次長（濱田浩介君） おはようござ

います。市長公室の濱田でございます。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○市長公室次長（濱田浩介君） 予算書の１１

ページをお願いいたします。 

 款２・総務費・項１・総務管理費・目１・一

般管理費の職員派遣事業（豪雨災害）の補正額

７００万７０００円は、令和２年７月豪雨災害

から早期の復旧を図るため、令和４年５月よ

り、大阪府枚方市から技術職員１名の派遣を受

けており、その派遣職員分の住宅借上料７９万

９０００円と人件費負担金６２０万８０００円

でございます。なお、派遣期間は今年度末まで

の予定となっております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 枚方市さんのほうから

職員派遣でこちらのほうにおいでいただいてい

るということは、非常にありがたく、感謝いた

しております。 

 八代市として、職員さんを結局何名ぐらい目

標を持って募集をされているのかということ

と、これまでどれぐらいの応援をいただいてき

たのかということ、それと今後についてお尋ね

をしたいというふうに思います。 

○市長公室次長（濱田浩介君） 今年度の令和

４年度の要望なんですけども、担当課のほうの

要望も踏まえまして８名要望させていただきま

した。そのうち、熊本市、枚方市、岡山市合わ

せて４名の方に中長期派遣で来ていただいてお

ります。また、２名は任期付職員として採用し

て充足させていただいております。 

 ただ、あと建築職と電気職の２名について

は、現在まだ不足しているというような状況で

ございます。 

 それと、これまでの中長期派遣の受入れの実

績でございますけれども、令和２年度が実人数

として５名の方を派遣いただいております。令

和３年度が３名を派遣いただいております。今

年度が枚方市さんを入れて４名ということにな

っています。 

 今後につきましても、災害復旧工事はまだし

ばらく続きますので、担当課のほうと調整しな

がら要望を行っていきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） かなり協力的にです

ね、頂いているなというふうに思って聞いてお

りましたけれども、お困りごととして電気、建

築の技術者の人材確保ですね、こちらのほうは

どういった形で進めようとされているんでしょ

うか。 

○市長公室次長（濱田浩介君） 建築職、電気

職は、災害復旧に関していえば災害公営住宅の

建設とかに必要な人材となるわけなんですけど

も、なかなかですね、もともと電気職、建築職

というのは人数が少ない上に、全国的にです

ね、大規模災害等もあっており、なかなか充足

のほうは難しいかと思うんですけれども、今後

もまた災害公営住宅のほうの建設のほうが最盛

期を迎えますので、そういったところも踏まえ

ましてですね、任期付職員とか民間経験者の採

用とかですね、そういう分も含めて確保してい

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 要望は後からがよかで

すかね。 
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○委員長（上村哲三君） はい。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今のに関連することな

んですけども、要は建築職と電気職が不足をし

とると、充足をせないかんという中でですよ、

任用を少し充実をしたらどうかと思うんです

よ。現場をよく知っている方なんですね。なか

なか他市から来られた中ではですね、現場をな

かなかキャッチしておられないという状況の中

で、相手方に対してもですね、負担は本市がし

ますけども、やはり相手方はそれだけの不足を

するわけですね、相手方の市に対しても。そう

いうことを考えればですね、建築職と電気職に

ついてはですよ、先ほど来、お答えは民間から

ということなんですけども、地元からですよ、

積極的にですね、採用してください。そう思い

ますけど、いかがですか。 

○市長公室次長（濱田浩介君） 確かに委員お

っしゃるとおりですね、技術職の確保というの

は本市にとってもですね、喫緊の課題でありま

すので、その辺は積極的にですね、確保のほう

に努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 予算関係も、いつもで

すね、７００万という予算計上をしてあるんで

すけども、ここら辺りの任用については、私は

大変、予算的にですよ、経費的にも下がってく

るだろうと思うんですよ。そこら辺りは十分で

すね、配慮しながら、任用の、地元の職員上が

りですね、上がっていただいた方々にですね、

努力をしていただければと思います。 

 同時に災害の復旧ということです、今。復興

じゃないわけですね。だから復興についてもで

すね、見通しの中で、私はしっかりとですね、

ここら辺りの技術職のですね、はっきり言って

充実を図っていただきたい、そういうふうに思

います。これは要望じゃありませんけども、そ

れはいかがですかね、私の意見に対して。質問

してます。 

○市長公室次長（濱田浩介君） 今おっしゃる

とおりですね、繰り返しなりますけども、技術

職員の確保というのはですね、特に地元採用と

かですね、含めて積極的に採用していきたいと

いうふうに考えます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 支援ですからね、支援

をいただくのは本当に熱烈な歓迎をしていただ

いて。当市からもですね、やっぱり災害のとき

には派遣をするわけですので、その意思疎通と

いうのと意見の交換等が、現場についてもです

よ、これは大事だと思います。しかし、先ほど

言ったような緊急の場合、特にですね、建築職

と電気職についてはあえて地元から、早急にで

すね、対応するようにしていただきたいと思い

ます。 

○委員長（上村哲三君） ほかに質疑はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、ほかにあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ以上で質疑

を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。 

 山本幸廣委員の質問に重なるような形での意

見になります。 

 災害復旧の観点で、やはり技術者というのは

不可欠なですね、人材というふうに思っており

ます。そういった点からいきますと、任期付職

員さんの賃金というところをですね、割増しっ

ていいますか、もう少し賃金を上げてでもです

ね、職員さんの確保というところに力を注いで

いただきたいというふうに申し上げておきたい

というふうに思います。 
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○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で第

２款・総務費についてを終了します。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１３分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第４款・衛生費について、市民

環境部から説明願います。 

○市民環境部長（谷脇信博君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第３号のうち当特別委員会に関連しま

す予算につきまして、市民環境部次長の嶋田よ

り御説明させていただきます。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） 市民環境部

の嶋田でございます。よろしくお願いします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） 引き続きま

して、議案第４６号の補正予算につきまして、

御説明を申し上げます。１３ページを御覧いた

だきたいと思います。 

 上段の款４・衛生費、項２・生活環境費、目

３・廃棄物対策費の補正前額２００３万円、こ

れに災害廃棄物処理事業（豪雨災害）分としま

して、１億４５６０万円を補正し、補正後の額

を１億６５６３万円とするものでございます。 

 なお、財源は、国県支出金としまして災害等

廃棄物処理事業費国庫補助金７２８０万円、残

りの同額を地方債の災害復旧債として計上して

おります。 

 それでは、お配りしております「公費解体の

追加申請受付について」と題した別添の資料を

御覧いただきたいと思います。 

 まず、１では制度概要を記載しております

が、公費解体の対象は半壊以上と判定された家

屋などとなっております。 

 ２のこれまでの実績につきましては、昨年度

までの２か年事業として、２９１件の解体を実

施しております。 

 ３は今回の補正予算額でございます。 

 ４の追加申請の見込み件数についてですが、

これは、市政協力員や自治会長さん方の御協力

をいただきまして情報提供いただいた３１件、

これに対しまして職員が現地調査を行い、半壊

以上と確認できなかった７件、これを除く２４

件を追加申請の対象としております。 

 ５の受付期間は本年１０月末までとし、６月

９日現在でありますが、７件の申請を受理して

いる状況にございます。 

 以上で説明を終わりますので、審査のほどよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑をお願いしま

す。 

○委員（大倉裕一君） 市政協力員さんの御協

力でですね、新たにこういった件数が上がって

きたということで、またさらに復旧の進捗が図

られるのではないかなというふうに思うんです

けど、この２３件と８件という物件に対してで

すけども、地権者さんといいますか、持ち主さ

んというのは全て分かっておりますか。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 循環

社会推進課の古閑迫です。 

 委員御質問の点なんですけれども、八代市の

ほうで、地権者さんにつきましては全件調査を

いたしまして、地権者さん全ての方に、今、公

費解体の実施についてお知らせをいたしている

ところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 次の質問まで答えてい
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ただいたみたいなんですけど、今の質問の背景

については、やっぱりどういったアプローチを

今から行政のほうがしていくかということだと

思います。今回、何というかな、行政の配慮で

公費負担での解体をですね、追加募集されると

いうことになっていると思いますので、その辺

りも踏まえてしっかりとアプローチ、持ち主さ

んに対してですね、説明していくべきだという

ふうに思っておりますが、その点についての担

当部からの御回答をいただければと思います。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） 一般質問に

おいて市長からも申し上げましたとおり、この

２か年事業の中でなかなか申請まで至らなかっ

た、断念された経緯には諸事情がございます。

既に所有者の方が亡くなって相続が発生してい

る場合、あと抵当権の抹消の問題とか、あとは

住み慣れた家で、どうしてもなかなか壊す判断

に時間が足りなかったと。そういったようなこ

とで、今回また１年事業を延長しますというこ

との中で、いろんな行政としてできる範囲内で

のお手伝いをしていきたいというふうに考えて

おります。様々なクリアすべき壁はありますけ

ども、そういった手続についてもできるだけ寄

り添いながら、１件でも多く公費解体が実現で

きますように実施していきたいというふうに考

えております。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本幸一君） 今の大倉委員とちょっ

と似ているかなと思うんですが、今回の委員長

の一般質問のやり取りの中で、今回の追加とい

うのは、大変な執行部、市長含めて御苦労があ

ってのこの追加になったということを知らせて

いただいたんですが、今後まだ対象になるよう

な方々がおられる可能性はあるんですか。恐ら

くこの後はないと思うんですが、今、現実問題

としてまだあるのか、その辺について。 

○市民環境部次長（嶋田和博君） 昨年度まで

の２か年事業の中で事業を実施していく期間中

にも、原課としては現地に何度も足を運んでで

すね、取り残されたところはないかということ

でたくさん調査をかけております。そういった

候補が幾つかある中で、今回、３１件上がって

きたのは、我々の想定よりも多くのものが上が

ってきておりますものですから、もうそうそう

出てくることはないかなというふうには感じて

おります。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（橋本幸一君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 今、嶋田次長のほうか

ら説明があった中でですね、一番問題はです

ね、罹災証明によって、はっきり言って判定を

されたわけですよね。それがいろんな事情等が

あって、今日このような件数が、市政協力員さ

んや自治会長あたりからですね、こういうとこ

ろがありますよと。その自治会長なり、そして

また市政協力員の方々が説得された件とか、そ

ういうのはありますか。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 循環

社会推進課の古閑迫です。 

 今の委員御質問の点につきましてですけれど

も、循環社会推進課としまして、残っている被

災した家屋のうちで公費解体の対象となるべき

建物を調べるに当たりまして、どうしてもやっ

ぱり、地元にいらっしゃいます市政協力員さん

と、その下にいらっしゃいます自治会長の皆様

方の御協力なしで、私どもだけではどうしても

全体の把握はできないものと考えておりまし

た。 

 市政協力員の皆様方につきましては、今年の

３月１０日になるんですけども、文書、また、

地元の坂本コミュニティセンターのほうに行き

まして、協力のお願いのほうをしてまいりまし

た。自治会長様につきましても、また３月に文

書のほうでですね、これは全自治会長様に文書

の配付、言わば坂本地区の全世帯の方々に対し

て公費解体についてのお知らせ、情報提供をお
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願いするということで、文書のほうを出しまし

てお願いいたしました。 

 その中で、先ほど申し上げましたけれども、

３０件に上る情報提供がございましたので、私

どもとしましては、一応この情報を大切に扱っ

て、先ほどおっしゃられましたとおり、所有者

さんにつきましても、私どもで調査して分かる

点、また、申請者さんにつきましてもお手伝い

できる点は私どもでお手伝いして、何とか公費

解体のほうを全件進めるように頑張っていきた

いとしているところでございます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 今の説明は理解します

けどもですね、いろんな現場でですね、私も方

々とお話をする機会が多々ありました。その中

で、やはり市政協力員をしておられる方ともお

話をしたんですが、当初はやはり行政の説明不

足というか、そういう点も多々あったんですよ

という、そういう意見も出ました。 

 その中で今回、市長の英断といいますか、こ

のような件数が出てきてですね、私はこれにつ

いては予算についてもですね、しっかりした中

で協議しながらですね、賛成をしますけども、

やはりいろんな諸問題というのが、次長が説明

したように諸問題がたくさんありますよね。そ

れらの所有者がどこに行った分からない等々に

ついてはどういう方法で調査をしていいのか、

法的な手続をとらないかんのか、たくさんの問

題がある。そこにまだ住みたいと。だけど、そ

こから現場の光景を見たくないからほかのとこ

ろに行きたいとか、いろんな意見の調査分析と

いうのを谷脇部長あたりはされたと思うんです

よ。執行部としてはですね。 

 そういう中で、いろんな問題を整理しながら

ですね、やはり優しい行政の市民に対する対応

というのを、これは忘れちゃいかんと思いま

す。市政協力員の方々から聞く中でもですね、

本当に当初、公営解体にしたかったという方々

もたくさんおられました。本当に申し訳ないな

ということを、私は一議員としてですね、話を

したんですけども。 

 それはそれとして、もう一つですね、この２

３件と８件の中で、調査の結果、対象とならな

かった７件に対してですよ、その理由はどうい

う理由なんですか、聞かせてください。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 委員

御質問の７件を対象外としたことについてでご

ざいますけれども、情報をいただきました全て

の建物につきまして、私どものほうで１件ずつ

現地の確認を行ってまいりました。まずは建物

が実際にあるのかというところからなんですけ

れども、その中で、一番最初、概要説明のとこ

ろにありましたとおり、公費解体というのは半

壊以上が対象となります。この７件につきまし

ては、床下の浸水が５件、あと浸水自体が確認

できなかったものが２件となっております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

 もう一つはですね、今回の公費解体をされた

後にですね、その跡地に戻ってこられるのか、

そのままどこかに行かれるのか、そこらあたり

は調査分析をされているんですか。ちょっと聞

かせてください。全員残ってということはない

と思うんですけど、ちょっと教えてください。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 公費

解体した後の土地のほうに申請者の方が戻って

こられるかどうかなんですけども、申し訳あり

ません、公費解体を実施した後に戻ってこられ

るかまで、ちょっと私どものほうでお尋ね等は

行っておりません。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） よろしかったらそこら

辺りを追跡の調査をしていただければと思いま

す。 

 もう一つはですね、追加申請の受付の期間と
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受付の状況、これが令和４年の４月２８日から

令和４年の１０月３１日まで、これでいいのか

なと私は思うんですけども。常に受付期間の問

題、いろいろとですね、市民の方、被災者の方

々が心配されるのは、受付の期間なんですよ。

ここら辺りをですね、やはりきちっとした説明

の中でですね、私は進めていただきたいと思い

ますが、いかがですかね。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 委員

御質問の受付期間についてですけれども、先ほ

どちょっと申し上げましたとおり、まず、申請

があったものについては、当然速やかに工事で

きるように受付等の業務を行います。残りの情

報提供をいただいた２４件の中のほかの建物に

ついてなんですけども、まずは建物所有者さん

につきましては私どものほうから周知を行って

おります。個々の事情というのが結構ございま

すので、それについて、お手伝いできるところ

をずっと全件、それぞれの状況に合わせて、お

手伝いできるところはお手伝いしますのでとい

うことで、速やかに受付まで進めるように、

今、お手伝いをしているところでございます。

ですので、この１０月３１日というところにつ

いてはですね、今の事務の進捗状況からする

と、これで妥当ではないかと判断しておりま

す。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 今の担当部からの説明

で理解をいたしたいと思います。 

 同時に、市政協力員と自治会長さんですけん

でから、あわせてですね、１０月３１日までの

御協力をですね、お願いしてしておけばいいん

じゃなかろうかなと思いますので、よろしくお

願いしておきます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 解体後のことを少しお

尋ねしたいんですけども、１期工事のときは、

１期というとあれですけど、最初に取り組まれ

た公費解体のときは、坂本地域に中間処理的な

保管場所を設置されました。公園跡にですね。

今回は件数がちょっと少なめといいますか、１

回目のときの１０分の１ぐらいの件数じゃある

んですけど、どういった考え方で解体後に出た

廃棄物を処理していこうとされているのかとい

うことをお聞かせください。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 委員

御質問の解体材の処理についてでございますけ

れども、委員が先ほどおっしゃったとおり、昨

年度まではですね、坂本のワイワイパークに仮

置場というものを設置しておりました。仮置場

のところに一旦集めまして、そこから順次排出

を行っておりました。 

 今回につきましては、件数もかなり少ないこ

とから仮置場を設置するまでもないと判断いた

しまして、各現場各現場から直接処分場のほう

に搬出を行うようにいたします。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） ということは個人の解

体される方の運搬の距離が延びるということに

つながってくると思うんで、その辺りは今度の

解体の１件当たりの契約の中に反映されている

ということで確認させていただいていいです

か。 

○循環社会推進課長補佐（古閑迫修君） 今お

っしゃられたとおり、１件１件それぞれのとこ

ろから各処分場まで運搬距離が延びますので、

そこまで積算の中に含まれております。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（上村哲三君） なければ、以上で第

４款・衛生費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会いたします。 

（午前１０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３４分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第２款・総務費及び第７款・土

木費について、建設部から説明願います。 

○建設部長（沖田良三君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）建設部長の沖田でございます。 

 それでは、本委員会に付託をされました議案

のうち、議案第４６号・令和４年度八代市一般

会計補正予算・第３号の建設部所管分につきま

して、高木次長より説明いたさせますので、御

審議をよろしくお願いいたします。 

○建設部次長（高木剛生君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）建設部高木でございます。よろしくお願い

いたします。 

 着席にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○建設部次長（高木剛生君） それでは、お手

元の議案第４６号・令和４年度八代市一般会計

補正予算書・第３号をお願いいたします。１１

ページをお開きいただき、表の２段目を御覧く

ださい。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費は、補正額２８０３万１０００円を加えて

４億１４８６万９０００円としております。こ

のうち、表の右、説明欄の２行目に記載してお

ります復興推進事業１０７４万９０００円が、

建設部所管の補正額でございます。 

 この補正額の財源内訳につきましては、地方

債が１０６０万円、一般財源１１３万９０００

円のうち１４万９０００円となります。補正額

の内訳は、節１１・役務費を３０００円、節１

６・公有財産購入費を１０６０万円、節２１・

補償補塡及び賠償金を１４万６０００円増額す

るものでございます。 

 この事業は、坂本支所及びコミュニティセン

ターの再建に伴うもので、整備予定場所の用地

取得に要する費用を増額補正するものでござい

ます。 

 別冊の委員会資料、議案第４６号（建設部所

管分）の３ページを御覧ください。今回の補正

予算により、用地取得を計画している場所の位

置図を添付しております。 

 それでは、予算書に戻っていただき、１５ペ

ージ上の表を御覧ください。款７・土木費、項

５・都市計画費、目１・都市計画総務費は、補

正額２億３８５０万円を加えて、１８億５６３

４万円としております。このうち、表の右、説

明欄の２行目に記載しております、住まいの安

全確保支援事業（豪雨災害）２億７５０万円

が、本委員会に付託されました事業の補正額で

ございます。 

 この補正額の財源内訳につきましては、国県

支出金１億６１００万円のうち県支出金１億３

０００万円、一般財源が７７５０万円でござい

ます。補正額の内訳は、節１８・負担金補助及

び交付金を２億７５０万円増額するものでござ

います。 

 別冊の委員会資料、議案第４６号（建設部所

管分）の４ページを御覧ください。 

 この事業は、県の豪雨被災者等支援交付金を

活用し、令和２年７月豪雨の被災者が行う災害

リスクの低い場所への移転や、ピロティー化・

宅地かさ上げなどの安全対策に係る費用の一部

を補助するものでございます。 

 それでは、予算書に戻っていただき、１５ペ

ージ中段の表を御覧ください。 

 款７・土木費、項６・住宅費、目３・住宅建

設費は、新たに補正額１億２４０５万円をお願
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いするものでございます。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が６５２１万２０００円、地方債が２２３０

万円、一般財源が３６５３万８０００円でござ

います。補正額の内訳は、節１２・委託料を１

５０万円、節１４・工事請負費を１億２２１５

万６０００円、節２１・補償補塡及び賠償金を

３９万４０００円増額するものでございます。 

 内容は、表の右、説明欄に記載しております

災害公営住宅整備事業（豪雨災害）でございま

して、合志野地区災害公営住宅の設計が進んで

きたことから、今回、住宅建設の工事に要する

費用を増額補正するものでございます。 

 別冊の委員会資料、議案第４６号（建設部所

管分）の５ページを御覧ください。住宅４戸の

配置図を示しております。６ページに航空写

真、７ページにイメージ図、また、８ページに

坂本町に計画している４か所の災害公営住宅の

建設スケジュールを示しております。 

 以上、議案第４６号・令和４年度八代市一般

会計補正予算・第３号のうち、本委員会に付託

されました建設部所管分についての設明を終わ

ります。 

 なお、後ほど所管事務調査の中で、災害復旧

の進捗状況について御報告をいたします。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑をお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 復興推進事業で、坂本

支所の建築に伴う土地の購入ということで今回

計上されているんですけど、資料で青枠で囲っ

てあるところを購入しますということですが、

その周りは市の土地なんでしょうか。そこを確

認をしたいと思います。 

○復興整備課長補佐（松田 薫君） 復興整備

課の松田でございます。 

 委員御質問の支所の周辺の土地につきまして

は、この３筆を取得いたしますと、敷地内は全

て市の土地ということになります。 

 あと、市の周辺にはですね、個人の方、それ

から団体、それから国県ほかの用地がございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） すいません、ちょっと

つかめなかったんですけど、八代市がどういっ

た形で市の坂本支所の用地をある程度の青焼き

的なところを確保して、どれぐらいの建物を造

っていこうとされているのかが全く見えない中

で、これをここだけ今度買うんですよと申し出

られてもですよ、私は分かりにくいんですよ

ね。これだけの用地を市が購入して造り上げ

て、ここに支所の建築物を乗せてやっていくん

だというようなところがあると非常に私は分か

りやすいんですけど、もう少し丁寧な何か説明

とか資料とかございませんでしょうか。 

○建設部次長兼復興整備課長（宮川武晴君） 

 おはようございます。復興整備課の宮川でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 今、大倉委員お尋ねございました件でござい

ますが、令和４年１月２８日に当特別委員会で

所管事務調査といたしまして、坂本支所の再建

状況について御報告をさせていただいておりま

す。その資料の中には一応イメージ図のほうも

つけさせていただいておりまして、有識者懇談

会での検討状況などを御報告させていただいて

おります。 

 あと現在、県道よりも山側のほうで再築する

という方向性の中で、今回取得する土地につき

ましては、その山側のほうにある３筆を全て買

収するということになってございましたのと、

川側にある県道を若干付け替えるということ

で、こちらにつきましては、今年度、予算のほ

うを認めいただいておりまして、現在測量委託

のほうを発注しているという状況でございます

ので、また具体化した段階でですね、資料のほ
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うは提供させていただきたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 今、説明いただくと、

特別委員会でも説明したじゃないかというふう

にも聞こえてきたんですけど、あくまで現地を

視察させていただいたときの説明であって、そ

れが決定ではなかったというふうな私は認識で

おります。ですので、今回こういった予算を提

案されるに当たってはですね、どなたが見られ

てでも分かるような資料をつけて提案をすべき

だというふうに思っておりますが、宮川課長、

いかがでしょうか。 

○建設部次長兼復興整備課長（宮川武晴君） 

 まず、支所の再建の方針につきましてはこれ

まで御説明してきたとおりでございまして、確

かにあの際にはイメージ図ということで御説明

したところでございます。ただ、方向性としま

しては、県道よりも山側のほうで町機能も集約

しながら支所再建を進めていくというようなと

ころを説明させていただいておりますので、ま

た、確定したものであったり、お見せできるよ

うな――、先般お見せしたイメージよりも熟度

がまだしっかり上がってないという状況もござ

いますので、今回はそういった資料をちょっと

割愛させていただきましたけども、進捗状況に

応じて、またそこは御報告させていただきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 関連でいいですか。今

説明があったんですけども。宮川次長かな、坂

本の復興というのを、我々は特別委員会を含め

て復旧・復興というのを今議論しているんです

よね。その中で今のような答弁だったらです

よ、後からと言ったら特別委員会を開くのは次

が９月の定例会で、３か月後なんですよ。特別

委員会は上村委員長が招集すればいつでもでき

るんですが、それまでに、ある程度、坂本支所

の周辺整備の、はっきり言って、こういう一つ

のまちをつくりますよと、そういうのを示され

ますか。 

○建設部次長兼復興整備課長（宮川武晴君） 

 そのことにつきましては、ちょっと委員長と

また御相談をさせていただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長とすり合わせを

しますとか何か、そういう答弁じゃいけないと

思うけどね、執行部の考えとしては、描いた中

でやっぱし私は説明をしてほしいと思いますけ

どね。 

○建設部長（沖田良三君） すいません、私の

ほうから補足で説明させていただきますが、１

月の報告のときには、おっしゃるとおり土地利

用のイメージということで御報告をさせていた

だいております。今コンサルを入れまして、具

体的にどのような配置でという配置の検討を今

実際に行っております。それから、工期としま

しては今年度いっぱいということになります

が、早ければ、御報告できる段階に来たなら

ば、それらの図面というものを資料として御提

示しながら進めていきたいなというふうに思っ

ています。 

 ただ、今回の用地に関しましては、イメージ

図といいますか、土地利用計画の当初の計画に

沿ったところで、周辺の施設も集約しながら災

害公営住宅や支所を再建するという中で、どう

しても立地的に支障となる民間の土地を今回購

入させていただくというようなことで考えてお

ります。 

 その後、中ほどにありますが、県道について

も高さが上がるということで、少し線形の変更

等も今、設計のほうを進めております。その線

形が決まり次第、新たに支障となる民有地、そ

の辺の購入もさせていただきたい、その予算に

つきましても適宜計上していきたいというふう

に思っております。 
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 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 部長の説明で理解はし

ますが、道路については原課から、現地視察を

したときにですね、道路等についてもですよ、

説明がありましたよ。それは記憶はあります

よ、高齢者でも。そういう中でですね、ある程

度の土地使用をしたときには、コンサルあたり

は、青写真イメージというのは……。 

 これは復旧・復興ですからね、どこかの公民

館とか何かを平地に建てるいう問題じゃないん

ですよ。災害地のことですから。だからこうい

うふうに真剣になるわけですよね。そこあたり

は理解をしていただきたいと思います。 

 今、部長の答弁がありましたので、期待をし

ております。 

○委員（橋本幸一君） 私もあのとき、予定

地、それから建物についてはこういう建物とい

うことで、それぞれの部署部署でしっかり説明

を受けまして、確かに坂本支所周辺の部分につ

いてのイメージ図というのはまだ示されてない

わけですが、部長もコンサルを入れて今作成中

というような状況でございますが、まずはしっ

かりした土地を確保しなければそこは進まない

わけですから、そこについては私は、今回の用

地取得の予算というのは、当然今出てこなけれ

ばしっかりした一歩には進まないと。そういう

ところで、私はこれについては何ら問題ないと

思っています。 

○委員（山本幸廣君） 私は、今、橋本委員の

ほうから発言があったんですけれども、予算に

ついて反対とか何かそうじゃなくてから、聞か

れたとおりだと思いますけども、執行部に対し

て、要望を重ねた現地のことを含めて、やはり

支所の周辺というのは、そこのまちづくりの土

台になるわけですよね。そういうことでそうい

う発言をしたということで理解をしていただき

たいと思いますし、また理解をしますよ。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） 今回の災害公営住宅

は、２ＬＤＫが２戸、それから１ＬＤＫが２戸

ということでありますが、これは、災害を受け

られた方で入居を希望される方々の広さに対す

る要望でしょうか。 

 それともう１点はですね、国道周辺には被害

を受けた家屋がたくさんあったと思いますが、

この周辺では４戸だけが入居希望だったんでし

ょうか。 

 その２点をお尋ねさせていただきます。 

○理事兼住宅課長（早木浩二君） 住宅課の早

木です。よろしくお願いいたします。 

 合志野地区のですね、入居の世帯については

４世帯ということでございまして、この中に単

身世帯の方が２世帯ございます。ですから、こ

の方々は１ＬＤＫに入居をお願いしたいと考え

ています。 

 それから、残りの２世帯につきましては、２

人世帯が一つですね。それから３名の世帯、こ

れは御夫婦と子供さんということになりますけ

れども、が１世帯ございまして、合わせて２世

帯ということになります。こちらについては２

ＬＤＫをお願いしたいと考えております。 

 それから、国道周辺のですね、被害の中で、

最初から合志野地区のここの災害公営住宅に入

りたいという方は、４世帯しかございませんで

した。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい、いいです。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○建設部次長兼復興整備課長（宮川武晴君） 

 少し、当初説明がありましたときに冒頭、こ

ちらの土地を全て買えば八代市所有地になるの

かというお尋ねがございましたけれども、こち
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らの、ちょうどこの図面でいきますと左側のほ

う、ちょうど流出しました坂本橋から突き当た

りましたところに郵便局さんがございます。こ

ちらのほうは一応今のところ取得しない方向で

今調整のほうを考えておりますので、全てでは

ないというところだけ御理解いただければと思

います。あとはほとんど、ＪＲさんの土地が一

部入ってまいりますけども、当市所有地になる

ことを御理解いただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） すまいの安全確保支援

事業（豪雨災害）について意見を申し上げてお

きたいと思います。 

 この事業については、県のほうの交付金を活

用されて、市の肝煎り事業ということで認識は

しております。被災しました坂本地域にそのま

ま住まれる方向けで、しかもその地に住まれた

方に限っての支援事業ということというふうに

認識もしております。 

 ただやはり、そこにそのまま定住しようとい

う方にとっては、そこに定住するためのやはり

施策、市の支援が必要だと思うんですよ。です

ので、定住を判断されるため、かさ上げ事業で

今、かなり判断をですね、ちゅうちょされてい

る方がいらっしゃるとお聞きしておりますの

で、その辺りへのですね、市の支援をぜひとも

お願いをしておきたいというふうに、一般質問

でも申し上げましたので、重ねてお願いをして

おきたいというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければこれより採

決いたします。 

 議案第４６号・令和４年度八代市一般会計補

正予算・第３号中当委員会関係分については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は退室願います。 

（執行部 退席） 

○委員長（上村哲三君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。委員会報告書及び委員長

報告の作成については委員長に御一任願いたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 執行部入室のため小会いたします。 

（午前１１時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時００分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

                              

◎所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

○委員長（上村哲三君） 次に、特定事件であ

ります令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査

を議題とし、調査を進めます。 

 本件について１件、執行部からの発言の申出

があっておりますので、これを許します。 

 それではまず、令和２年４月豪雨災害の復旧

状況について説明願います。 

                              

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（令和２年７月豪雨災害の復旧状況について） 

○理事兼災害復旧課長（鶴本英一郎君） 皆

様、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）災害復旧課の鶴本でござ

います。 

 令和２年７月豪雨災害の復旧情報状況につい
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て、まずは災害復旧課より坂本地域における復

旧状況について説明をさせていただきます。 

 着座にて説明してよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○理事兼災害復旧課長（鶴本英一郎君） お手

元の資料の３ページをお開きください。本資料

は、昨年１１月開催の第１回本委員会時及び、

本年１月の現地調査時に提出した資料を更新

し、本年５月末時点での災害復旧状況を説明す

るものです。 

 左上の凡例を御覧ください。市道災、河川

災、農地等災、林道災について、色の違う丸印

で示しております。赤い丸は市道、青い丸が河

川、黄色い丸は農地等の災害、緑の丸は林道災

であり、復旧状況については、丸の中が黒く塗

り潰してある箇所が工事が完了した箇所、丸印

と同色で薄色付けの箇所が現在施工中の箇所、

丸の中が白い箇所が未着手の箇所でございま

す。 

 まず、市道災でございますが、赤い丸で表示

してあります。被害件数が５２件、５月末現在

で、完了が６件、施工中が２５件、合計３１件

を被害件数で割った着手率は５９.６％でござ

います。 

 次に、青い丸の河川災でございますが、被害

件数が１６件、完了が１１件、施工中は５件

で、着手率は１００％でございます。 

 黄色い丸は、農地及び用排水路や農道、頭首

工などの農業用施設災害でございます。被害件

数が４６件、完了が１９件、施工中が２０件

で、着手率は８４.８％でございます。 

 緑色の丸は林道災害でございます。被害件数

は９８件、完了が１６件、施工中が６件で、着

手率は２２.４％でございます。 

 なお、参考として左下に現地視察をされまし

た本年１月時との比較表をつけております。こ

の４か月において、市道災が７.７％、河川災

が２５％、農地災等が１５.２％、林道災が６.

１％の進捗となっております。 

 以上で説明を終わります。 

○理事兼土木課長（竹原彰吾君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）土木課の竹原でございます。 

 令和２年７月豪雨災害のですね、土木課が所

管いたします日奈久、二見、東陽、泉地区ので

すね、進捗状況について説明いたします。 

 着座にて説明させてもらってよろしいでしょ

うか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○理事兼土木課長（竹原彰吾君） それでは、

同じ資料の４ページを御覧ください。こちら

は、旧八代市内の日奈久、二見地区における公

共土木施設災害復旧工事の位置図でございま

す。 

 内訳といたしまして、河川災が１０件、道路

災が４件でございました。 

 進捗状況といたしましては、全１４件中１３

件が完了しておりまして、１件が施工中となっ

ております。 

 施工中の工事は、下大野川に架かる下大野川

４号橋で、現在は橋脚部の施工が完了し、残す

は仮設橋梁の撤去と県道の付替え道路の撤去の

みになっております。令和４年８月下旬に完了

を予定しております。 

 続きまして、５ページをお願いいたします。 

 こちらは、東陽町における災害復旧工事の位

置図でございますが、道路災害４件で、前回、

令和３年１２月の報告時点で全ての工事が完了

しております。 

 最後に６ページを御覧ください。こちらは泉

町における災害復旧工事の位置図でございま

す。道路災の４件中３件が完了しておりまし

て、１件が施工中となっております。ただ、こ

の１件につきましてはですね、令和４年６月下

旬、今月いっぱいでですね、工事完了を予定し

ているところです。 
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 以上、令和２年７月豪雨における坂本町以外

の公共土木施設災害の進捗状況報告とさせてい

ただきます。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課の

村井でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 私どものほうからは、令和２年７月豪雨に関

する坂本町以外の地区、主に二見地区の農地災

害及び泉、東陽地区の林道災害の進捗状況につ

いて御説明いたします。 

 まず、私のほうから二見地区の農地災害につ

いて説明を行った後、引き続き水産林務課、小

原課長より泉、東陽地区の林道災害の説明を行

いますので、よろしくお願いいたします。 

 座って御説明してよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○農地整備課長（村井幸治君） 資料は御提出

しております「令和２年７月豪雨災害の復旧状

況について（農林水産部所管分）」になりま

す。 

 １ページを御覧ください。農地災害の箇所を

緑の丸印、農道等の農業用施設災害の箇所を赤

の丸印で表示しております。また、その中で施

工中の箇所を赤字、完工している箇所を青字で

表記しております。 

 二見地区におきましては、農地１６か所、橋

梁１か所、敷川内町の農道１か所を含めます

と、１８か所の災害復旧事業箇所がございま

す。橋梁１か所につきましては災害復旧課での

対応となっておりますので、農地整備課で所管

します災害復旧箇所は１７か所ということにな

っております。 

 現在の進捗状況ですが、１２件の発注を行っ

ておりまして、施工中が２件、完了したものが

１０件で、事業の完了を含めた着手率が７０.

６％となっております。前回１２月に御報告し

ました時点では５２.９％でしたので、１７.７

％の伸び率となっております。 

 残りが農地災害５か所となっておりますが、

いずれも県河川の護岸工事と関連するものでご

ざいまして、県工事の進捗状況を見ながら発注

する必要がございます。今後とも、県と連絡調

整を図りながら、可能な限り早期発注に努め、

年度内の発注、完了を目指したいと考えており

ます。 

 以上、農地整備課所管による二見地区の災害

の復旧状況の報告となります。 

○理事兼水産林務課長（小原聖児君） 水産林

務課の小原でございます。よろしくお願いいた

します。 

 引き続き、泉、東陽地区の林道災害の進捗状

況について、着座にて御説明させていただきま

す。よろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ。 

○理事兼水産林務課長（小原聖児君） 資料の

２ページをお願いいたします。 

 まず、泉地区の林道の補助災害としまして

は、６路線２１か所を申請しており、資料はこ

の２１か所を管内図に落としたものでございま

す。被災箇所を丸印、数字は路線ごとの被災箇

所番号を、また黒丸が復旧完了箇所、赤丸が令

和４年度施工中または施工予定箇所、青丸が令

和５年度施工予定箇所と色分けをしておりま

す。 

 進捗状況としましては、これまでに１６か所

の工場発注を行い、現在１０か所が完了し、６

か所が施工中、着手率は７６.２％となってお

ります。 

 未着手の５か所の今後の工事発注予定につい

て、路線ごとに御説明いたします。 

 まず、林道菊池・人吉線の１号箇所について

は、県の治山工事の完了に合わせて測量設計業

務を委託し、その後の工事発注となりますこと

から、発注時期は本年度末の計画としておりま

す。 

 次に、林道南川内線については、１号から３
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号箇所は今月末の入札予定となっております。

また、７号か所については、地区住民の行き来

や緊急車両の通行確保ということから、１号か

ら３項箇所及び４号箇所の工事完了後とし、令

和５年度の発注計画としております。 

 以上のことから、泉地区全体の災害復旧の完

了時期としましては、現在、令和５年度末の予

定でございます。今後も、現在施工中の進捗状

況を見ながら計画的に工事発注を行い、早期発

注に努めてまいります。 

 最後に、東陽地区につきましては、昨年１２

月の御報告のとおり、補助災害として２路線２

か所を申請し、２路線ともに昨年の５月に工事

を完了しております。 

 以上、水産林務課所管、泉、東陽地区の林道

災害の進捗状況についての御報告となります。

あわせて、本日の所管事務調査、二見地区農地

災害及び泉、東陽地区の林道災害の進捗状況に

ついての御報告とさせていただきます。 

○委員長（上村哲三君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 昨年、１２月だったで

すかね、報告いただいて、その後にですね、私

たちが会派で報告しているものに参加をいただ

いた方から、進捗はどぎゃんなっとっとだろう

かというお問合せをいただいたことがございま

した。担当課のほうにお話を持っていったとこ

ろ、早速、航空写真のですね、災害状況を地図

に落とされて、回覧といいますか、市報にたし

か折り込んでいただいたんだろうと思うんです

けども、そういう形をとっていただくと非常に

分かりやすかったと、これから見通しがつくと

いうようなですね、お声もいただいております

ので、なかなかコロナ禍で地域の皆さんを寄せ

て説明会をすることが困難であろうと思います

ので、そういった形でも情報共有にしっかり努

めていただければですね、地域の皆さんは情報

を待っていらっしゃると思いますので、その辺

りをよろしくお願いしておきたいというふうに

思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で令

和２年７月豪雨災害の復旧状況についてを終了

します。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（上村哲三君） そのほか、当委員会

の所管事務調査について何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で令

和２年７月豪雨に関する諸問題の調査について

を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の特定事件であります令和２年７月

豪雨に関する諸問題の調査については、なお調

査を要すると思いますので、引き続き閉会中の

継続調査の申出をしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認めま

す。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって令和２年７月豪雨に関する特別

委員会を散会いたします。 

（午前１１時１４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和４年６月２０日 

令和２年７月豪雨に関する特別委員会 

委 員 長 
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